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フトを評価するために超音波血流計 (Transit time flow measurement: TTFM) が頻用される
ようになってきた． 
 TTFM の指標として平均血流値（MGF, ml/min）, 拍動指数（PI=[最大流量一最小流量]/    








 右胃大網動脈を右冠動脈領域に吻合した症例について，術中に Medi-Stim 社 TTFM を使用
して MGF，PI，DF を記録した．また，術中に得られたグラフトの血流波形を時間と血流量の
時系列データとして抽出し，MemCalc soft を使用して分析した． 
心拍動下冠動脈バイパス術において右胃大網動脈を右冠動脈領域へ単独吻合した 45 例を対
象とした．それら症例において MGF,PI,DF の平均値を術後グラフト開存群と非開存群で比較




40 症例がグラフト開存群であり，5 症例はグラフト非開存群であった．この 2 群において，
従来使用されてきた TTFM の指標（MGF,PI,DF）の平均値に有意差を認めなかった． 
 
 開存群(n=40)  非開存群(n=5) p-値 
MGF(ml/min)  22 8 0.068  
PI  3.5 6.5 0.155  
DF(%) 63 53  0.237 
 
パワースペクトル解析の結果は開存群と非開存群で明らかな違いを認めた．開存群では周波
数 1,2,3Hz で高いパワースペクトル密度 (power spectral density: PSD) を認め，非開存群
ではそれ以外の周波数領域にも高い PSD を認めた．PSD の感度は 80%，得意度は 87.5%であ
った． 
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Not only 1,2, and 3 (Hz)  偽陽性 5 真陽性 4 









  今回，非開存群で周波数 1,2,3Hz 以外の高周波領域でも高い PSD を認めたことは，グラフ 
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ータをスペクトル解析した結果、graft patent では周波数 1,2,3Hz 領域に高い周波数密度
を認め特異性が明らかであったが、graft nonpatent では全周波数領域で周波数密度を認め
特異性がないことが明らかとなった。このことより本研究は、従来の TTFM指標を補いう
る新規でかつ優れたグラフト評価法であり、医学博士授与に値する優れた研究であるとの
評価を審査委員全員から頂いた。 
 
